
一 般 質 問市政について問う！

問
農
業
振
興
に
向
け
、
①
地
産
地
消
は

関
連
産
業
の
活
性
化
、
食
育
の
推
進
に
大

き
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
る
が
、
本
市
の

取
り
組
み
は
。
②
法
人
の
農
業
参
入
は
後

継
者
不
足
改
善
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
①
こ
れ
ま
で
は
、

生
産
者
と
飲
食
関
連
業
者
等
の
連
携
を
促

す
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
推
進
や
、
学
校
給
食
へ
の
地
場
農

産
物
導
入
の
促
進
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
寿
太
郎
ミ
カ
ン
の
よ
う
に
全
国
的
に

も
通
用
す
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
食
の
実
現
を
目

指
し
て
地
元
消
費
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

②
市
内
に
は
十
三
の
農
業
法
人
が
あ
り
、

愛
鷹
山
麓
の
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
で

オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
す
る
な
ど
、
新
し
い
農

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
法
人
も
あ
る
。

農
業
法
人
は
大
規
模
な
経
営
も
可
能
で
あ

る
た
め
、
担
い
手
不
足
や
農
業
従
事
者
の

確
保
、
農
地
の
保
全
や
荒
廃
農
地
の
解
消

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
市
内
に
お
け

る
事
業
展
開
の
相

談
対
応
や
農
地
情

報
の
提
供
な
ど
を

行
い
、
農
業
法
人

の
参
入
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

井
原
　
三
千
雄

農業振興に向けた本市の取り組みは

問
現
在
の
ご
み
焼
却
場
の
建
設
に
当
た

り
、
沼
津
市
と
清
水
町
外
原
区
が
、
昭
和

四
十
九
年
に
取
り
交
わ
し
た
覚
書
等
に
、

将
来
、
一
ノ
洞
、
二
ノ
洞
、
三
ノ
洞
に
焼

却
場
は
建
設
し
な
い
、
市
長
が
変
わ
っ
て

も
本
覚
書
等
に
効
力
が
あ
る
と
記
載
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
六
月
定
例

会
で
生
活
環
境
部
長
が
、
本
覚
書
等
に
法

的
拘
束
力
は
な
い
と
答
弁
を
し
た
が
、
そ

の
理
由
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
弁
護
士
は
、
本
覚

書
等
の
効
力
に
つ
い
て
、
覚
書
締
結
時
に

前
提
と
さ
れ
た
基
礎
事
情
は
時
代
に
よ
っ

て
変
化
す
る
も
の
で
、
将
来
計
画
に
関
し

て
は
高
度
な
政
治
判
断
で
あ
り
、
絶
対
的

な
拘
束
力
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
努
力
目

標
で
あ
る
と
の
見
解
で
あ
る
こ
と
や
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
法
的
拘
束
力

は
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
保
存
年
限
を
超
え
た
公
文
書
の
管
理
、

保
存
に
つ
い
て
、
他
市
で
は
公
文
書
館
を

整
備
し
、
独
自
の
ル
ー
ル
で
管
理
、
保
存
、

公
開
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
公
文

書
館
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
本
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
財
務
部
長
／
公
文
書
の
保
存
方
法
、

管
理
、
公
開
を
含
め
た
市
民
に
よ
る
活
用

に
つ
い
て
考
慮
し
つ
つ
、
必
要
性
に
つ
い

て
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後

研
究
し
て
い
く
。

江
本
　
浩
二

清水町外原区と交わした覚書等に
法的拘束力はないと判断した理由は

問
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
女
性
へ

の
健
康
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
①
学

校
教
育
に
お
け
る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

②
静
岡
県
は
、
令
和
元
年
七
月
に
、
若
年

が
ん
患
者
等
支
援
事
業
費
助
成
を
創
設
し
、

若
年
が
ん
患
者
等
支
援
事
業
を
実
施
す
る

市
町
に
対
し
事
業
費
を
補
助
し
て
い
る
が
、

若
年
が
ん
患
者
へ
医
療
用
補
正
具
の
購
入

支
援
を
行
う
考
え
は
。

答
教
育
長
／
①
小
中
学
校
で
は
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
、
子
供
た
ち
が
生
涯
に

わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で
、
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

女
子
児
童
生
徒
に
か
か
わ
る
分
野
と
し
て

は
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
初
経
教
育
、
思

春
期
の
心
身
の
変
化
や
悩
み
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
る
ほ
か
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、

性
的
な
発
達
へ
の
適
切
な
対
応
、
思
春
期

の
不
安
や
悩
み
の
解
決
、
男
女
相
互
の
理

解
と
協
力
等
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

市
民
福
祉
部
長
／
②
が
ん
患
者
の
経
済
面

の
み
な
ら
ず
生
活
面
を
含
め
た
総
合
的
な

支
援
を
行
う
こ
と
は
、
広
く
一
般
に
も
理

解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
制
度
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
ウ
ィ
ッ
グ

や
補
正
下
着
等
の
医
療
用
補
正
具
の
購
入

も
補
助
対
象
と
し
て
お
り
、
制
度
の
有
効

性
や
効
果
、
県
内
市
町
の
動
向
な
ど
を
考

慮
し
、
検
討
し
て
い
く
。

小
泉
　
宣
子

ライフステージに応じた
女性への健康支援の取り組みは

問
私
立
幼
稚
園
が
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
へ
移
行
し
た
場
合
、
①
ど
の
よ

う
な
教
育
の
質
の
向
上
が
期
待
で
き
る
の

か
。
②
各
園
に
お
け
る
建
学
の
精
神
は
維

持
で
き
る
の
か
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
園
の
実
態
や
取

り
組
み
に
応
じ
て
各
種
給
付
額
が
設
定
さ

れ
、
き
め
細
か
い
給
付
を
受
け
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
各
園
に
お
い
て
、

手
厚
い
職
員
配
置
や
主
幹
教
諭
を
専
任
に

す
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
②
運
営
に
係
る
施

設
や
職
員
配
置
等
の
基
準
の
遵
守
は
求
め

ら
れ
る
が
、
各
園
に
お
け
る
建
学
の
精
神

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
一
般
財
源
の
中
心
と
な
る
市
税
が
、

平
成
三
十
年
度
は
平
成
二
十
六
年
度
と
比

べ
約
十
二
億
円
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
税
務
長
／
個
人
市
民
税
に
お
い
て
、

平
成
二
十
六
年
度
は
、
株
式
譲
渡
所
得
等

に
か
か
る
軽
減
税
率
の
特
例
措
置
の
廃
止

に
伴
い
、
駆
け
込
み
に
よ
る
売
却
が
増
加

し
、
株
式
譲
渡
所
得
が
増
加
し
た
も
の
の
、

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
に
お
い
て
特
例
控
除
の
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
寄
附
金
税
額
控
除
額
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
税
収
が
減
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

山
下
　
富
美
子

子ども・子育て支援新制度へ
移行した場合の影響は

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

複
　
　
合

一
　
　
括

一
問
一
答

▲愛鷹山麓のオリーブ畑
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